
は
こ
こ
で
修
理
点
検
を
し
て
い
た
Ｆ
２
戦
闘
機
が
滑
走
路
で
墜
落
・
炎
上
す
る
と
い
う
事

故
も
お
き
て
い
る
。
ま
た
、
三
菱
重
工
北
工
場
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
ミ
サ

イ
ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
日
本
最
大
の
軍
需
産
業
と
い
う
こ
と
は

周
知
の
こ
と
だ
。
配
備
当
日
の
二
九
日
も
小
牧
基
地
へ
の
申
し
入
れ
と
、
空
港
南
側
で
の

抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

新
聞
に
よ
る
と
、
現
在
、
名
古
屋
飛
行
場
側
に
あ
る
管
制
塔
を
基
地
側
に
移
転
す
る
、

と
い
う
計
画
を
防
衛
省
は
来
年
度
予
算
に
盛
り
込
み
、
真
相
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の

事
実
を
県
は
知
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
報
道
を
し
て
い
る
。
航
空
管
制
は
、
中
部
新
空
港

へ
の
移
転
に
伴
い
国
交
省
か
ら
防
衛
省
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
私
た
ち

は
再
三
、
基
地
機
能
強
化
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

〇
八
年
度
の
愛
知
県
の
予
算
に
は
「
航
空
宇
宙
産
業
研
究
開
発
施
設
用
地
の
購
入
、
環
境

適
応
型
高
性
能
小
型
航
空
機
（
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
）
研
究
開
発
へ
の
支
援
、（
独
）
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
飛
行
研
究
施
設
の
誘
致
」
を
盛
り
込
み
、「
航
空

宇
宙
産
業
研
究
開
発
施
設
用
地
購
入
費
用
」
と
し
て
、
四
億
七
、
八
四
二
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
県
が
空
港
の
敷
地
の
一
部
を
買
い
取
り
、
三
菱
重
工
業
に
誘
致
を
す

る
と
い
う
も
の
だ
。

小
牧
基
地
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
兵
以
来
空
の
派
兵
拠
点
と
し
て
機
能
し
、
現
在
も
、
ク
ウ
ェ

ー
ト
に
Ｃ
１
３
０
機
と
航
空
自
衛
隊
員
約
二
〇
〇
人
が
行
き
、
イ
ラ
ク
国
内
へ
の
米
軍
の

物
資
・
兵
員
輸
送
を
継
続
し
、
戦
争
加
担
を
続
け
て
い
る
。
空
中
給
油
機
の
配
備
や
、
小

牧
基
地
を
巡
る
動
き
は
小
牧
基
地
の
空
の
派
兵
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
更
に
強
化
す
る
も

の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
米
軍
と
の
一
体
化
を
進
め
、
日
本
の
航
空
自
衛
隊
の
役
割
自
体
も

変
え
る
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
今
後
も
県
へ
の
質
問
状
の
提
出
な
ど
機
能
強
化
に
反

対
し
、
こ
れ
以
上
、
空
の
派
兵
拠
点
に
す
る
な
と
い
う
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
や
ま
も
と
・
み
は
ぎ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
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視
点
・
論
点
①

小　
牧　
基　
地　
へ　
の　
空　
中　
給　
油　
機　
配　
備　
を　
許　
す　
な　
！　

山
本
み
は
ぎ

二
月
二
九
日
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
各
種
試
験
の
遅
れ
で
ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局
の
機
体

の
安
全
性
に
関
す
る
証
明
取
得
の
遅
れ
か
ら
納
入
が
一
年
も
延
長
さ
れ
て
い
た
、
空
中
給

油
輸
送
機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
７
６
７
）
の
一
号
機
が
つ
い
に
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
に
配
備

さ
れ
た
。
三
月
一
四
日
に
は
二
号
機
が
配
備
さ
れ
、
〇
八
年
度
に
一
機
、
〇
九
年
度
末
に

は
更
に
一
機
が
配
備
さ
れ
計
四
機
体
制
で
運
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
〇
八
年
度
末

に
は
、
運
用
す
る
た
め
の
新
部
隊
「
第
４
０
４
飛
行
隊
」（
仮
称
）
を
一
四
〇
人
規
模
で
発

足
さ
せ
る
と
い
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
空
中
給
油
輸
送
機
は
、
空
中
で
Ｆ
15
な
ど
へ
の

戦
闘
機
に
給
油
が
で
き
る
も
の
で
、
戦
闘
機
の
航
続
距
離
・
航
続
時
間
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
、
日
本
国
外
・
領
域
外
で
の
戦
闘
行
動
を
前
提
に
配
備
さ
れ
る
も
の
だ
。
ま
た
、
輸
送

機
と
し
て
の
機
能
も
、
今
の
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
と
比
較
し
て
も
巡
航
速
度
、
飛
行
距
離
も

増
し
、
積
載
能
力
も
一
・
五
倍
、
二
〇
〇
名
の
人
員
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

私
た
ち
、
不
戦
ネ
ッ
ト
は
、
県
・
周
辺
自
治
体
・
周
辺
住
民
な
ど
の
働
き
か
け
は
も
ち

ろ
ん
空
中
給
油
機
導
入
に
反
対
す
る
様
々
な
行
動
を
続
け
て
き
た
。
小
牧
基
地
の
滑
走
路

は
愛
知
県
が
設
置
管
理
者
に
な
る
県
営
名
古
屋
飛
行
場
の
滑
走
路
で
、
隣
接
す
る
の
は
、

小
牧
市
・
春
日
井
市
・
豊
山
町
（
名
古
屋
市
も
一
部
含
ま
れ
る
）
で
あ
る
。
こ
の
二
市
一

町
は
、
か
つ
て
は
「
基
地
の
機
能
強
化
に
な
る
」
と
導
入
に
反
対
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た

が
、
防
衛
施
設
庁
（
当
時
）
の
空
中
給
油
機
の
配
備
は
「
輸
送
業
務
」
な
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
業
務
と
は
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
ご
ま
か
し
の
説
明
に
屈
服
し
、
受
け
入
れ
を
容
認

し
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
一
方
県
は
、「
周
辺
自
治
体
の
意
向
の
尊
重
」
を
盾
に
、
設

置
管
理
者
と
し
て
の
責
任
放
棄
の
姿
勢
に
終
始
し
て
い
る
。

二
月
二
三
日
、「
く
る
な
給
油
機
　
２
・
23
大
行
進
」
を
呼
び
か
け
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

小
牧
基
地
三
分
の
二
周
、
約
七
キ
ロ
の
デ
モ
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
悪
天

候
だ
っ
た
が
、
浜
松
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、
途
中
の
三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
へ
の
申
し

入
れ
、
エ
ア
ー
フ
ロ
ン
ト
オ
ア
シ
ス
で
の
集
会
、
最
後
に
小
牧
基
地
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

因
み
に
、
三
菱
重
工
業
小
牧
南
工
場
は
、
戦
闘
機
の
修
理
な
ど
を
行
い
、
昨
年
一
〇
月
に




